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在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
放
火
事
件
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

昨
年
六
月
二
十
一
日
、
在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
出
火
騒
ぎ
が
あ
り
、
そ
の
約
半
年
後
の
十
二
月
二

日
、
同
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
山
田
真
也
三
等
書
記
官
が
、
建
造
物
等
放
火
罪
と
、
更
に
は
業
務
上
横
領
罪
の
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
三
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
山
田
書
記
官
が
横
領
し
た
と
さ
れ
て
い
る
金
額
は
、
二
十
五
万
八
千
六
百
三
十
七
米
ド
ル
及
び
二

十
一
万
六
百
コ
ン
ゴ
フ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
の
山
田
書
記
官
に
よ
る
横
領
と
同
様
の
事
件
が
、

過
去
に
外
務
省
職
員
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
例
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
す
べ
て
の
事
例
に
つ
き
、

横
領
額
を
含
む
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

二

外
務
省
と
し
て
、
冨
永
駐
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
大
使
を
厳
重
訓
戒
と
し
、
帰
朝
を
命
じ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
前
回
質
問

主
意
書
で
、
冨
永
大
使
に
今
後
退
職
金
は
支
払
わ
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
国
家
公
務
員
退
職

手
当
法
に
基
づ
き
、
適
切
に
判
断
さ
れ
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
冨
永
大
使
が
退
職
す
る
際
、
退
職
金
が
支

払
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
か
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
冨
永
大
使
に
今
後
大
使
手
当
は
支
払
わ
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、

一



「
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
外
務
省
と
し
て
冨
永
大
使
を
厳
重
訓
戒
に
処
し
た
際
、
同
大
使
へ
の
在
勤
基
本
手

当
の
減
額
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

四

三
で
、
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
ま
た
そ
れ
は
適
切
か
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
本
事
件
に
関
連
し
、
山
田
容
疑
者
、
冨
永
大
使
の
二
人
の
他
に
処
分
対
象
者
は
い
る
か
と
問
う
た

と
こ
ろ
、
在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
の
出
納
官
吏
か
つ
次
席
館
員
で
あ
っ
た
二
木
孝
大
臣
官
房
文
化
交
流
・
海

外
広
報
課
人
物
交
流
室
課
長
補
佐
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
同
大
使
館
に
お
い
て
他
に
も
処
分
者
が
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
の
者
の
官
職
氏
名
に
つ
い
て
は
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
事
柄
」
と
し
て
伏
せ

ら
れ
て
い
る
。
山
田
書
記
官
の
起
こ
し
た
事
件
は
、
公
金
、
つ
ま
り
国
民
の
税
金
を
横
領
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
公
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
」
と
し
て
外
務
省
が
答
弁
を
避
け
る
の
は
な
ぜ
か
。

右
答
弁
は
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
の
質
問
に
対
す
る
も
の
と
し
て
適
切
か
。

右
質
問
す
る
。

二


